














































































































































































79 年 5 月 30 日には、書院の 32 期でいらっしゃ
る前回八束さん、28 期の小島桂吾さんが交通大学
にお越しになりました。 6 月 24 日には、書院の
44 期の方で小野勇三さんがいらっしゃいました。

















































































1939 年といいますと第 2 の時期で、長崎から
上海の虹橋路に帰ったあとです。虹橋路の建物は
戦争で被害を受けて全滅していましたので、交通
大学に入りました。そのときは大内暢三先生が学
長でしたが、「これは交通大学から借りたものだ
から、大事に使いなさい」と言われたことを覚え
ております。
当時交通大学の一角、西寮といいましたが、飲
水思源といいますか。いまでもあります泉の近く
に、大きな運動場がありました。運動場はまだ避
難民が去った直後で大変荒れていましたが、その
一角に立った私は、そこに生えている雑草が私の
阻舎の田んぽに生えている雑草と同じであったた
め、これは異国ではないと，思って大変安心したこ
とをいまだに覚えております。それが中国に対す
る第ーの印象です。
葉先生のご説明の第 2 の時期の最初の学生でし
たので、簡単ですが、感想を一言申し上げました。
ありがとうございました。（拍手）
藤田 ありがとうございました。葉先生、何か
一言ありますか。
葉交通大学に行ったときの感想だと思いま
す。本当に日本の方と接しますと、こういう感想
をお持ちの方が多いと思います。もちろん当時の
交通大学といまとはずいぶん違っていますが、大
きな施設面では当時と同じです。その運動場など
もほぼ同じだと思います。
藤田 ありがとうございました。では、時間で
すのでこれで終わらせていただきます。どうぞ拍
手をお願いします。（拍手）
